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可用性 Availability 

完全性 Integrity 

機密性 Confidentiality  

 

真正性 Authenticity 

責任追跡性 Accountability 

信頼性 Reliability 

 

 

PCIDSSのセキュリティ基準は，情報セキュリティ・マネジメント 

が中心のⅤISAの AIS（Account Information Security）と対不正ア 

クセスが中心のMasterCardの SDP（Site Data Protection）が統合さ 

れたものである。PCIDSSは，個人情報や取引情報、履歴情報などの 

カード情報の保護を目的にして，インターネット環境下でのカード利 

用を想定したネットワークの処理や管理に閲した情報セキュリティの 

国際基準を設けている。 

 

 

クレジットカード業界は，カードブランド（Card Brand），アクワ 

イアラ（Acquirer），イシュア（Issuer），プロセッサー（Processor） 

の 4つの事業者の分業で成り立っている。 

 

 日本では，加盟店獲得などの加盟店業務を行う事業者であるアクワイアラ，およびクレジッ 

トカード発行の事業者であるイシュアは，その業務のすべてをクレジットカード発行会社の 1社で 

行っている。 

 

プロセッサーは，加盟店とカード発行会社のホ 

ストコンピュータを接続する通信業者で，PCIDSSの要件を満たす必 

要がある。 



 

 

AAS（Account Aggregation Service）は，インターネット上のWebサイトで 

金融情報，およびその他の個人情報，情報を統合化（情報集約）し 

て，ひとつの画面に一覧表示するサービスのことである。 
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aggregation 

【名】 

〔独立した部分を集める〕集合、集成 

〔多くの部分が集まった〕集合体、集団 

～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

「敵対的な情報の統合化」技術の活用とは，スクリーン・ 

スクレービング方法（Screen－Scraping）による情報収集（デ 

ータ収集）のことである。 

 この方法は，企業が提供するWebサイトに利用者がログイン 

し，口座情報や電子メール．コンテンツなどの情報を照会するのを， 

Webサービスを提供するアグリゲータが利用者のユーザーIDやログ 

インパスワードでログインして，インターネット・ロボットやイン 

ターネット・エージェントなどの自動検索技術を利用して，必要な 

情報を自動的に取り出して，つまり情報を引き剥がしてアグリゲータ 

のデータベースに保存する方法である。 

 SS法では，アグリゲータの情報取出先企業は，コンテンツパート 

ナーではないので，事前承諾の必要がなく（事前承諾を行わずに） 

簡単に情報を利用できる。 

 

 

2001年に AASによるサービスが提供され始めた当時，様々な企業 

のWebサイトで提供される利用者の情報（顧客情報）について，保 

有する企業のものなのか，それとも利用者自身のものなのか，とい 

った利用者情報は誰のものかということが議論となった。それは， 

AASサービス開始当時は，Webサービスを提供する企業が保有する 

利用者の情報は，その情報システムを運営する企業のものであるとい 

う考えが一般的であったためである。 



 このために，AASサービス開始当時は，アグリゲータへ参加する 

ことで，自社の情報が競合企業に利用されるのではないかといったこ 

とで，参加に否定的な企業も数多く存在した。しかし，現在では，利 

用者の情報は，その所在に限らずに利用者のものであるという考え方 

が支配的になっている。 

 

 

 

 

 


